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令和４年第12回島田市教育委員会定例会会議録 

日 時 令和４年12月23日(金)午後２時00分～午後３時39分 

会 場 市役所会議棟 大会議室 

出席者 山中史章教育長、柳川真佐明委員、髙杉陽子委員、 

原喜恵子委員、磯貝隆啓委員 

欠席者  

傍聴人 ０人 

説明のための出席者 中野教育部長、鈴木教育総務課長、高木教育総務課参事 

村田学校教育課長、天野学校給食課長、清水社会教育課長 

天野スポーツ振興課長、岩本図書館課長、佐藤文化振興課長 

又平博物館課長 

会期及び会議時間 令和４年12月23日(金) 午後２時00分～午後３時39分 

  

会議録署名人 髙杉委員、柳川委員 

  

教育部長報告  

  

事務事業報告 教育総務課長、学校教育課長、学校給食課長、社会教育課長、 

スポーツ振興課長、図書館課長 

連携報告 文化振興課長、博物館課長 

 

付議事項 (1)令和５年度島田市の教育方針について 

(2)島田市教育委員会事務部局職員職名規則の一部を改正する規則の 

制定について 

(3)島田市教育委員会事務部局の職員のうち特殊な勤務に従事するも 

のの勤務時間等に関する規程の一部改正について  

(4)学校給食センターの運営方針について 

協議事項  

 

協議事項の集約 (1)事務局から提案するもの 

(2)各委員が提案するもの 

報告事項 (1)令和４年11月分の生徒指導について 

(2)指定管理者の指定について(社会教育課) 

(3)指定管理者の指定について(スポーツ振興課) 

 

会議日程について ・次回 令和５年第１回島田市教育委員会定例会 

 令和４年１月31日(火)午後２時30分～ 

  プラザおおるり 第１多目的室 
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・次々回 令和５年第２回島田市教育委員会定例会 

 令和５年２月22日(水)午後２時00分～ 

  プラザおおるり 第１多目的室 

 開  会   午後２時00分 

教育長 皆さん、こんにちは。 

会議進行上のお願いをいたします。 

１つ目、発言は全員着席にて行ってください。 

１つ、発言する場合は、指名された方以外は、委員名、職名を告げ、

発言許可を取ってから発言してください。 

１つ、付議事項、議案につきましては、１件ごと採決いたします。 

それでは、ただいまから、令和４年第12回教育委員会定例会を開会い

たします、よろしくお願いいたします。 

各委員 お願いします。 

教育長 会期につきましては、本日12月23日の１日とします。 

会議録署名人につきまして、髙杉委員と柳川委員にお願いをいたし

ます。 

 議 事 

 部長報告 

教育長 それでは、教育部長から報告がありましたらお願いいたします。 

教育部長 それでは、私から11月議会の概要につきまして、御説明をさせていた

だきます。 

議案質疑を含めて１ページから、10ページまであります。それを参照

しながらお話をさせていただきます。 

11月の議会の定例会につきましては、12月２日、５日、６日に一般質

問、８日に議案質疑が行われ、21日に本会議最終日が行われました。 

一般質問ですが、教育委員会に係るものにつきましては、主に４人の

議員から御質問をいただきました。 

概要につきましては、記載のとおりになります。 

私から報告させていただく内容につきましては、議員からの再質問

に対する答弁という形で報告をさせていただきます。 

まず、１ページにございます、大村議員から１の（５）の③の関連で

雇用形態の再質問がありましたが、これについては行政経営部長、金谷

地区生活交流拠点整備事業の所管が、行政経営部になりますので、行政

経営部長から、この点について現在の職員を雇用するに当たっては、大

和リースの社員として雇用し、現在の雇用条件を引き継ぐこと前提と

して、調整を進めているといったお答えをしております。 

次に、１の（５）の④の再質問として、業務仕様書の作成担当部署、

それから現時点での完成度合いはどうなのかといった質問がありまし

た。 



-3- 

それにつきましては、金谷公民館に係る部分につきましては、社会教

育課で仕様書のたたき台を基に、事業者それから資産活用課、社会教育

課で現在協議を進めているところで、12月中には仕様書をまとめてい

きたいとお答えをしております。 

次に、指定管理者制度導入の廃止、延期を求める請願が提出されてい

るが、このような状況の中で、今までと同様な協力を得られると考えて

いるのかといった質問がございました。 

これにつきましては、金谷公民館を運営していく上で、地域の協力は

本当に不可欠だと考えており、今回指定管理者になってから協力を得

られないと決めつけてしまうのではなく、今までのように充実した活

用ができるように、力を貸していただける市民の方もいらっしゃると

思います。今後も引き続き御協力をお願いしていきたいとお答えをし

ております。 

次に指定管理者との協議の進捗状況、具体的な決定事項があればお

伺いしたいという再質問がございました。 

これにつきましては、自主運営事業を継続して実施できるように、業

務仕様書の作成について協議をしたりとか、主体事業の具体的な計画

案などを作成したり、次年度に向けた準備作業を整えていくとお答え

をしました。 

次に、みんくるの納涼夏祭りの際に、大和リースの社員の方とか、Ｐ

ＦＩ事業の自主事業関係者が開会式にみえたのですが、その運営協力

をされている各団体とか個人の方と、特に接触はされていなかったよ

うであると、良好な関係、信頼関係を築こうとしていこうという姿勢を

感じられない。そういったことに対して、当局の見解を伺いたいという

質問がございました。 

これにつきましては、ＰＦＩ事業者が今回公民館の自主活動で夏祭

りに参加して、まずは全体の場で御挨拶をさせていただいたと聞いて

います。現在、ＰＦＩ事業の実施に向けて、地元の自治会、コミュニテ

ィ、地区社協などとの協議を重ねていく中で、相互の信頼関係の構築に

努めているとお答えをしました。 

続いて、業務仕様書の作成について、金谷公民館の現在の職員との関

りについて再々質問がありました。 

事業者、資産活用課、社会教育課で協議をしているとお答えさせてい

ただきましたが、当然金谷公民館の現在従事している方にも、いろいろ

相談をさせてもらいながら作成していきたいとお答えをいたしまし

た。 

大村議員の質問は、金谷地区の生活交流拠点整備運営事業に関わる

対応の状況ということでの質問でございましたが、中には公民館に関

わる部分もありましたが、所管している行政経営部でかなりの部分の



-4- 

答弁等がありましたが、その辺については省略をさせていただきます。 

あと、資料にはないのですが、２として指定管理者の関係の質問がご

ざいました。その中で山の家に係る再質問等もございました。成果目標

をどのように設定しているかとの質問、目的とかそういったことの確

認。あと、現在、指定管理者の候補となっている事業者に対しての幾つ

かの質問がございましたが、省略をさせていただきたいと思います。 

次に、１ページから４ページでございますが、藤本議員からの再質問

です。 

まず、２の（１）の①に関する再質問として、特別支援学級の在籍数

は増加傾向であるのだけれども、特に影響を及ぼしている要因はどの

ようなことだと受け止めているかといった質問がございました。 

この増加している要因としては、特別支援教育への理解が深まって

いるということが挙げられます。まず社会全体としての法整備や、理解

が進み、多くの保護者に特別支援教育が浸透してきたこと。 

それから、島田市においては、市長部局との連携によって乳幼児期か

ら継続した支援を行うことで、保護者が子供たちの特性について積極

的に認知し、多くの子供たちが発達検査や病院への受診につながった

ことなどが考えられるとお答えしました。 

次に、２の（１）の②に関する再質問として、保護者アンケートとい

うことで、そのことについて通学区調査審議会で審議が第一小学校に

ついては行われなかったという理由、それから第一小学校の学区外比

率が高いといったことについて、どのような受け止め方をしているか

との質問がございました。 

島田第一小学校につきましても、島田第四小学校や六合小学校と同

様に保護者アンケートをおこなって、学区内の対象学校である島田第

二小学校や島田第三小学校への、特別支援学級の開設についても検討

しました。 

開設の条件を基に検討した結果、学区内の島田第二小学校や島田第

三小学校の開設までには至らず、そういったことから通学区調査審議

会の審議はおこないませんでした。 

今後とも、学区外比率が高い島田第一小学校に関しては、条件をもと

に特別支援学級の開設について必要に応じて考えていきたいとお答え

をいたしました。 

次に、２の（１）の③に関連する質問として、新校舎の建設では、何

クラス程度の受け入れを想定しているのかといった質問がございまし

た。 

現在の島田第一小学校の特別支援学級数は島田第四小学校を参考に

して４教室を想定して建設をしています。また、最近の支援学級が増加

する傾向を想定して、隣接する２つの相談室を特別支援学級に活用で
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きるような設計となっており、今後特別支援学級が６教室を超えるよ

うなことが起こった場合は、学校全体の状況を踏まえながら対応して

いく予定であるとお答えをしました。 

続いて、２の（１）の④に関連して、今後の支援学級の在り方につい

て、教育委員会の内部、それから定例会とか通学区調査審議会といった

場で、一度支援学級の在り方について御協議をいただけないかといっ

た提案がありました。 

これにつきましては、拠点校化の成果を基に、今後も拠点校の拡充を

必要に応じて図っていきたい、広げていく必要がある場合には、保護者

の意向や環境の整備状況等を基に考えていきたいとお答えをいたしま

した。 

次に、２の（２）の①に関連する再質問として、通信料が1,000万円

を超える額になりそうだということだが、そういった点について国等

の助成などは期待できるかと質問がございました。 

通信費などの経常経費は、国や県の補助金や交付金等の補助金対象

にはなっておりません。基本的には、市が負担していくものと考えてい

るとお答えをしました。ただ、機会を捉えながら、国や県に働きかけを

していきたいとお答えをさせていただきました。 

続いて、２の（２）の②に関連する再質問として、昨年に購入した、

貸出用のモバイルＷｉ－Ｆｉに余剰があるのであれば、そういったも

のを活用する中で、現場からの声を実現できないかということを提案

したいと。今の貸与の台数の状況や、それを使ったネットワークの拡充

という考えはどうかという再質問がございました。 

体育館や運動場のネット環境については、校内推進ネットワークの

整備をしたときと状況が変化していると思うので、改めてニーズや費

用対効果等を確認しながら、必要な対応をしていきたいと考えていま

す。Ｗｉ－Ｆｉの余剰については、約70台で、これから何らかの利用等

を検討していきたいとお答えをしました。 

最後に、（２）の③に関連する再質問として、統合により18名削減に

あるというところ、結果として全体の教師の数が減っていく方向であ

る。そういった機会を捉えて、統合に関する教師の手厚い補充をぜひ訴

えていただきたい。地域の声の中では、教員のＯＢ、それからパートタ

イムでもいいので、人を補充してほしいと言っている。 

この辺のあたりは、教育長の考えをお聞きしたいということに対し

て、教育長から教員が一人いるかいないかということは、現場にとって

は大きなものなので、できるだけ県に働きかけ、市の支援員等も活用し

て、先生方が本当に充実した教育ができるように努めていきたいとお

答えをしております。 

次に、４ページになりますが、山本議員からの２の（３）の再質問と
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して、金谷体育センターについて民間になっていても、特別に使用させ

ていただいている団体があると、この方々と話合いを持っていなかっ

た。この方々は、そのまま体育館を使用できるのか、そのための話合い

をしていなかったようであるが、なぜかといった質問がございました。 

これにつきましては、今回の指定管理者が変わることで、特に体育館

の利用に関しては、大きな変更を考えてはおりません。そういったこと

から、あくまでも貸館業務ということで、今ある団体が事務所として使

っているところもあるのですが、それについてもこれまでどおり変わ

らずに使っていくということを、考えているということでお答えをし

ております。 

山本議員も、金谷地区生活交流拠点整備運営事業のこれからの運営

についての質問で、中には公民館に関わる部分もありましたが、これに

ついても、所管課の行政経営部からほぼ答弁を行っているところです。

内容については、省略させていただきたいと思います。 

５ページから８ページになりますが、四ツ谷議員から１の（１）の①、

②、③の再質問として、学年別の不登校の原因について、子供同士のト

ラブルなのか、また授業についていけないからなのか、そういったとこ

ろなのか。それから、主な原因について、過去５年間の学年別の不登校

の推移を分析しているか。また、本人は何が原因なのか分からない、漠

然とした不安があるということを言っているという場合もある。そう

いう話も聞くが、それらに対して具体的な対策を講じているかとの質

問がありました。 

これに対しましては、平成29年度から令和３年度までの５年間にお

いて不登校の原因を、小中学校別に調査及び分析をしています。 

不登校の件数は、学年別に調査をしていて、年度が進むにつれ、また

学年が上がるにつれ、不登校件数は増加する傾向にあります。 

不登校の原因は、全ての年度で、小中とも無気力や不安といった項目

が一番多く、順に、いじめを除く友人関係、家庭に関わる状況といった

順番に続いているとお答えをしました。 

無気力や不安への対策としましては、教育相談やスクールカウンセ

リングにより、児童生徒の気持ちに寄り添った支援をしています。いじ

めを除く友人関係への対策としては、人間関係づくりプログラムや構

成的エンカウンターといった取組など、他人に関わり、共に生活してい

くために必要な人間関係を調整する力を身に付けられるようにしてい

く。全体への指導だけではなく、人間関係につまずいてしまい登校でき

ないという児童生徒もいます。そういったときには具体的に聴き取り、

指導をしているとお答えをいたしました。 

最後に、家庭に関わる状況への対策として、保護者面談やスクールソ

ーシャルワーカ－の活用により、家庭環境への支援を行っており、職員
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やスクールソーシャルワーカ－が、継続的に家庭に関わることで、保護

者が安心し、その結果、児童生徒も安心した家庭生活を送っている事例

があるとお答えをいたしました。 

次に、１の（１）の⑤の再質問として、条約批准から28年経つ、島田

市では信頼される学校づくりのスローガンの下、いろいろな施策を実

施してきているが、その具体的な成果はどうかとの質問がありました。 

本市では、個に焦点を当てた教育を発展させ、子供自身が問いや課題

を持ち協働的に解決を図ったり、考えを深めたりする、子供が主体とな

る学習の授業を通して、主体的、対話的で深い学びの実現を目指して、

授業改善を行うこと等、様々な施策に取組んでいます。 

児童生徒へのアンケートでは、小学校、中学校とも、約９割の児童生

徒が学校が楽しいと答えており、残りの１割の児童生徒にとっても、楽

しい学校になるように、様々な施策に取組んでいきたいとお答えをい

たしました。 

次に、１の（１）の⑤の再々質問として、子どもの権利条約に照らし

て、直近では、2019年に国連から日本への幾つかの勧告が出されている

が、それを把握しているかといった質問がございました。 

これに対して、いじめに関しては国連子ども権利委員会は、ストレス

の多い学校環境を見直し、児童生徒の意見を取り入れながら、いじめを

防止するための取り組みをすべきだと勧告しており、本市では魅力あ

る学校づくりを推進する中で、児童生徒一人ひとりが安全・安心に過ご

せる学校生活となるよう、引き続き努めていくとお答えをいたしまし

た。 

次に、１の（１）の⑥の再質問として、子ども権利条約の内容を学校

関係者、市職員、教育委員会等の方々は条文を学び、その内容について

周知徹底されていると思うが、研修など具体的な取組がされているか

どうかといった質問がありました。 

学校におきましては、県が発行している人権教育の手引きを活用し、

子どもの権利条約に関係する内容を含め、人権教育を推進しており、人

権感覚を見直したり高めたりするため、それから、児童生徒を大切にし

ていくことの再確認のため、学校が目的を設定して校内研修や授業を

実施しています。 

市内の小中学校では、県が主催する人権教育担当者研修会に参加し、

人権教育の指導者としての資質向上と指導力の強化を図っているとお

答えをしました。 

１の（２）の①の再質問として、第一小学校が北部の小学校４校と統

合され、学校図書館支援員を減らすのじゃないかと危惧されているが、

どのように考えているかといった質問に対し、統合に伴い学校図書館

支援員の人数を減らすかどうかということは、まだ決まっていません
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が、現在と同じ２校に１人配置できる人数は、確保していきたいと考え

ているとお答えをしました。 

次に、１の（２）の①の再々質問として、学校図書支援員は、児童生

徒、教職員をつなぐ専門性の高い仕事で、司書の研修を行って経験のあ

る人材を、藤枝市のように各学校に配置する考えはないかといった質

問がありました。 

これにつきましては、現在、本市では学校図書館支援員を学校司書と

して位置付けており、全ての学校には司書教諭や図書館担当の教員が

配置され、その教員と図書館支援員との連絡・打合せの時間を、週に１

時間以上確保しています。 

連携を図ることで、図書館運営は問題なく行われており、全ての学校

に司書の資格を持った人員を配置することは、今のところは考えてい

ないとお答えをしました。 

次に、１の（２）の③の再質問として、今後、コロナ禍でのソーシャ

ルディスタンスを考慮して、また、先生の負担やストレスの軽減、不登

校やいじめの減少を目指すということであれば、少人数学級の実現を

県や国に要望すべきだと考えてはどうかといった質問がありました。 

教育長から、学校としては、ＧＩＧＡスクール構想の中で、１人１台

端末を使って話合いを進めたり、テレビに自分の考えを映し出したり、

いろいろと工夫しています。県のほうに加配教諭といったことについ

ては、働きかけていきたいとお答えをしております。 

次に、１の（３）の①の再質問として、学校は安心できる場所であり、

大人の責任で整備する必要があると思う。子ども権利条約の中の１つ

であり、児童生徒の気持ちに配慮していただきたいと考えるが、どうか

といった質問がありました。 

これにつきましては、家庭に相談できる人がいない子供、それから、

家庭の事情で生理用品を購入することが困難な子供がいる。そのよう

な子供の状況をいち早く把握して、適切な支援を行うことが必要だと

考えており、そのためには、保健室で渡すという方法が適しているので

はないかと考えている。 

養護教諭だけを窓口にするのではなく、ほかの女性職員は誰でも対

応できるようにして、できるだけ受け取りやすい環境を整備していき

たいとお答えをしております。 

続いて、２の（２）の再質問として、旧統一教会は、その活動の一端

が、教育現場にも表れており、2018年３月、市内の中学校３年生対象に、

思春期講座を開いていた。その講師は、旧統一教会の関連団体の女性で

あることが分かった。思春期講座を行われた経緯は、事実は事実とし

て、調査していくべきで、今後の対処方法を考える上で、参考すべきと

思うが、どうか考えるかといった質問がありました。 
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これにつきましては、日頃から市内の小中学校とは連携を取ってお

り、今後必要性が生じた場合には、そういったところも調査をすること

もあるかと思うとお答えをしております。以上が、一般質問に係る主な

再質問の内容です。 

あと、資料にはないのですが、石川議員の再々質問というか、教育委

員会に係るものがあったりしましたが、その件については、省略をさせ

ていただければと思います。 

続いて、議案質疑になりますが、９ページ、10ページです。 

教育委員会に係るものとしましては、山本議員から御質問をいただ

きました。こちらも再質問に対する答弁という形で御報告をさせてい

ただきます。 

山本議員からは、まず初めに議案第93号、しまだ楽習センターの（２）

の②に関連して、その選定時の議論をする中で、楽習センターでの講座

においては、どうしても負担がかかるという議論、そのものはなされた

か、されなかったのか、どうなのかという再質問がありました。 

選定委員会の中で、駐車場が利用できなくなったという状況の説明

はあったと思いますが、選定に係る議論には発展してなかったと認識

をしているとお答えをしました。 

次に議案第94号についての再質問として、今まで５年間の指定管理

者の期間だったが、今回３年に変更とした理由についての再質問があ

りました。 

山の家については、指定管理の更新にあたり、今回設置目的を変更

し、また申請資格の拡大をするなど新たな試みを行っていることから、

導入効果を検証する必要があると考え、３年ということにしたとお答

えをしました。 

次に、山の家の設備について、大きな変更、改造というものはあまり

しないということでいいのかといった確認がありました。 

これについては、新しい指定管理者の事業者からは、施設に大きく手

を加えるという提案はなかったとお答えしました。 

次に、（２）に関連して、職員が話をしたとか、電話があったとか、

メールはあったかということの確認をしたかった。それがあったのだ

ったら、どのような方法で連絡を取ったのかといった確認の質問がご

ざいました。 

説明会に出席しなかった事業者に対しての説明については、改めて

説明会を開催することはありませんが、手続等に係る一般的な対応を

しており、募集事項に関する質問については、期限を設定して書面での

提出を求め、さらに公平性を期すためにその回答をホームページ等で

公表しているとお答えをしました。 

そのほか、選定委員会に係る質問や資料請求等の質問がございまし
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たが、答弁は省略をさせていただきます。 

以上11月議会、教育委員会に関係することにつきまして、御報告させ

ていただきました。 

次に、11ページです。 

11ページの一般会計歳入歳出予算補正についてですが、これにつき

ましては、当初予算編成後の人事異動等に伴う給与費や、費用弁償の調

整。それから、電力価格等の高騰に伴う光熱水費の増額及び指定管理者

への支援に要する経費の増額補正となっています。 

14ページ、一般会計債務負担行為補正につきましては、それぞれ業務

の支障を来すことのないように、来年度以降の複数年度契約等につい

て、今年度から準備を行う必要があるため債務負担行為を設定するも

のでございます。 

以上、長時間にわたりましたが、説明をさせていただきました。よろ

しくお願いします。 

教育長 ありがとうございました。教育部長報告が終わりました、委員の皆様

から御質問がありましたらお願いいたします。 

それではないようですので、次に行きたいと思います。 

 事務事業報告 

教育長 それでは、事務事業報告について、補足説明のある課は説明をお願い

いたします。 

教育総務課長 それでは、15ページをお開き願います。実施について補足説明をしま

す。 

12月７日、12日に第４回及び第５回の外部評価委員会が開かれまし

た。教育委員会事務局各課の第一次評価につきまして説明を行いまし

て、内容確認をしていただいたところでございます。 

外部評価委員からは、評価及びコメントを頂戴することになってお

ります。それらを踏まえて、年明け１月の定例会において、付議をする

予定でございますのでまたよろしくお願いいたします。 

学校教育課長 実施です。12月２日、５日とナラン外国語学校とオンラインの交流会

をしました。 

それから、12月８日、モンゴル国紹介授業を相賀小で行いました。今

来ていただいている植原さんという方がいらっしゃるんですけれど

も、この方の最後の授業ということで、私も見させていただきました。

子供たちが興味を持ちながら、モンゴル国の情報のことについて学習

をしておりました。 

12月15日、16日、教育長と私で高知県にバカロレア教育先進校視察に

行ってまいりました。 

小学校にはちょっとコロナの関係で行けませんでしたが、その中で

も唯一公立の小学校で、バカロレアを認定されている学校というとこ
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ろのお話ということで、オンラインで話を聞いたりとかしながら、その

目的や効果についてお聞きしました。 

また、姫路は県立の中高連携の学校に行ってきました。これも新しい

施設の中で、子供たちがＩＣＴのタブレットや端末を複数使いながら、

話したり書いたりとか、あるいは調べ物をしたりとかして、非常に活発

に授業されている様子を見ました。今後、島田市の学校でも引き続きつ

なげていきたいと思っております。 

予定です。１月14日、サタデーオープンスクールですが、パイプコー

スターづくりということで、コースターづくりを行います。21日は、炭

づくり。28日にはバードウォッチングを行います。 

学校給食課長 

 

実施です。12月21日に、第２回島田市立学校給食センター運営委員会

を開催いたしました。髙杉委員にご出席いただきました。協議内容につ

きましては、令和６年度より、島田市立中部学校給食センターを、民間

委託し、島田市立南部学校給食センターを直営とする運営方針であり

まして、承認をされました。 

つきましては、議案第40号のところで、理由や運営体系について説明

をさせていただきます。 

社会教育課長 まずは人数の追記をお願いします。19ページを御確認ください。 

11月30日、はつくら寺子屋、初倉小学校、12月14日は、18人の参加に

なります。 

その下、「スイ・水・数学」ですけれども、こちらは、㉟、㊱とも、

ゼロ人ということでした。 

それから、その下「フレンズクラブ」、クリスマス飾り作り、12月14

日、こちらは、22人の参加になります。 

めくっていただきまして、20ページ。12月８日になります。金谷宿大

学成果発表会全体説明会、こちらが31人の参加になります。 

21ページですが、12月13日火曜日の大津農村環境改善センター運営

委員会、こちらが６人。その下、ゆったり座談会、ゼロ人でした。川根

地区センター市民学級講座は、10人。 

15日にいきまして、青少年育成支援センター運営協議会は、17人。北

部ふれあいセンター社会教育講座が６人。伊久身農村環境改善センタ

ーの高齢者学級は14人。16日の六合公民館市民学級は、34人です。17日

の北部ふれあいセンター社会教育講座は、13人です。同じく「おはなし

カフェ子供クッキング」は、５人です。 

12月20日にいきまして、北部ふれあいセンター高齢者学級、こちらが

11人です。初倉公民館短期講座が35人です。大津農村環境改善センター

高齢者学級は14人です。 

めくっていただきまして、22ページです。20日の初倉西部ふれあいセ

ンター、こちらが14人。 
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12月22日、中央高齢者学級第８回学習会が、11人となります。 

実施事業について補足をさせていただきます。20ページを御覧くだ

さい。 

12月７日ですけれども、課主催社会教育講座、全２回となります。こ

ちらのほうは、「はじめてのＺｏｏｍ活用講座」ということで、全２回

で開催しました。 

こちらはインターネット利用環境における格差、これをデジタルデ

ィバイドというそうなのですけれども、こちらの対象の一環としまし

て、市のＤＸ推進課と連携して実施したものです。全２回で完結となり

ます。 

こちらの講座ですけれども、講座を開く講師の方に向けて、Ｚｏｏｍ

の基本的な使い方を学んでいただくということで企画したものです。 

今年度はこの講座の前に同じ講師を活用しまして、スマートフォン簡

単編集講座というのを７月から11月まで全５回で開催しております。

前回から継続して参加している方もあり、この講座と連動した形で、今

回２回を実施したものになります。 

こうした、社会教育課による講座は毎年継続しておりまして、今後も

社会教育の充実を図るもの、また、市民のニーズに応じたものをタイム

リーに開催していければということで考えているところです。 

それから、予定の補足させてもらいます。22ページを御覧ください。 

１月８日、はたちの集いが予定されております。委員の皆様には、先

日御案内を送らせていただきました。前年は午前１回、午後１回と分散

して開催しましたけれども、今年は式典中の参加者のソーシャルディ

スタンスを確保したうえで午後１回という形にさせていただきます。 

このほか前年同様に、式典時間の短縮ですとか、来賓など来場者の制

限、それから、消毒やマスクの着用などによりして、必要な新型コロナ

ウイルス感染症対策を徹底して執り行ってまいります。 

第１部の式典、それから第２部のアトラクションを合わせまして、１

時間程度を予定しております。 

委員の皆様におかれましては、御出席を賜りたくお願いいたします。

また、御案内にも記してしておりますけれども、駐車場の利用につきま

して、第２駐車場ということでお願いしております。よろしくお願いい

たします。 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 25ページ、26ページになります。最初に25ページの人数の追記をお願

いします。 

12月13日、33人です。12月15日、９人です。12月16日、25人です。12

月18日、84人です。 

それでは補足をします。 

まず、25ページの実施ですが、12月３日に市町対抗駅伝が開催されま



-13- 

した。御声援をいただきましてありがとうございました。成績は昨年よ

りは下がってしまいましたが、選手は一生懸命走っていただきました

ので、本当にありがたく思います。 

それから、13日の体育館・ナイター施設利用者代表者会議というもの

でございます。 

これにつきましては、土日と夜の小中学校の体育館、ナイターを利用

していただいている施設を、それぞれの施設ごとの代表者に全員一堂

に集まっていただいて、利用の在り方、ルールですとか、問題点を話合

う場になっております。 

そのことに関連しまして、予定の26ページになりますが、代表者が集

まっていただいたものが、今度は１月６日から28日に、それぞれの学区

ごとに施設ごとに集まっていただくようなものがございます。これに

つきましては、令和５年度の上半期の利用日を調整する会議というこ

とになっております。 

26ページの一番上です、１月１日、恒例のみんなで走ろう!元日マラ

ソンを予定しております。委員の皆さんのところには、お手元にチラシ

を配布させていただきました。また、もしよろしければ御参加をいただ

ければと思っています。 

あと、今回この元日マラソンでは、参加料をペイペイの支払いが可能

ということで、取組んでおります。現金を集めない方法を考え、今回か

らその取組に着手をしてございます。 

あと、もう１点、この表にありませんが、モンゴル国のボクシングが

島田で事前合宿をした関係で、スポーツ交流を続けていきましょうと

いうことで取組んでまいりました。 

モンゴル国のナラン外国学校とトランポウォークを通じて、スポー

ツ交流を続けていこうということで、今年10月にナラン外国語学校の

子供たちが島田に来た際に、トランポウォークを実際に体験していた

だきました。そのときに目録という形でミニトランポリンを寄贈する

ということを行いましたが、ようやく物が調達できまして、昨日運送業

者にお渡しをして、12月の暮れに横浜港を出るということで、来年の１

月の終わりまでには、ナラン外国語学校に物が届くというようなスケ

ージュールで進んでおります。 

図書館課長 それでは、28ページを御覧いただきたいと思います。まず、人数の追

記をお願いしたいと思います。 

一番下から２番目の12月14日、おはなし宅配便、参加者14人です。そ

の下の読み聞かせ講座講師派遣が45人ということでお願いします。 

それでは、事務事業の概要の補足をさせていただきます。実施につい

てです。27ページを御覧ください。 

11月10日から、金谷図書館蔵書紹介コーナーといたしまして、金谷小
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学校、五和小学校、金谷中学校の各学校図書館にコーナーを設置させて

いただきます。 

これは冬休みに、図書館で本を借りていただきたいということで、図

書館の本を、実際学校図書館に置いていただいて、こういうふうな本が

あることやほかに本の紹介もさせていただき、冬休みの間に、お子さん

たちが図書館に通うようにということで、ＰＲをさせていただくもの

でございます。 

また、28ページを御覧ください。12月８日から12月22日まで、こちら

は川根図書館の蔵書を紹介コーナーということで、川根中学校にこち

らも設置させていただき、冬休みの図書館利用を促進するというもの

でございます。 

次に、記載はされておりませんが、前回定例会で12月９日、川根図書

館で開催を予定しておりました、「ビブリオバトルｉｎ川根小学校」に

つきましては、発表者の体調不良により、延期になりました。なお、日

程は今調整中ですけれども、行うということで、また定例会でお知らせ

させていただきたいと思います。 

次に、予定でございます。29ページを御覧ください。 

12月24日、今年はクリスマスの24日が土曜日、明日ですね。そうなる

ことで、各図書館でクリスマスおはなし会を開催します。当日は、サン

タが来まして、お話を聞きに来てくれた方にプレゼントをするという

企画をする予定でございます。 

次に、その下の１月５日から、新年ということで、図書館の福袋、あ

と、各図書館と地域館などに恒例の図書館おみくじを置かせていただ

きます。今年も本が運を開いてくれると思います。手元におみくじを置

かせていただきました。できれば来年に開けていただければ、来年の運

勢ということで、またこれを見てお勧め本が載っていますので、できれ

ば図書館に来館いただければと思います。 

次に、30ページになります。 

１月28日です、こちらは雑誌の無料配布ということで、金谷図書館で

開催されます。毎年、多くの方が来館されますけれども、今年は金谷生

活交流拠点施設の建設により、駐車場が大分少なくなっております。そ

の関係で、混雑回避のために、雑誌のみの配布とさせていただきます。

事前にホームページでどういうものがあるかというものを、広報させ

ていただいて来ていただき、混雑を避けるために、２月にも分けてやら

せていただく予定でございます。 

教育長 ありがとうございました。そのほかにありますでしょうか。 

それでは事務事業概要について説明がありました。何か御質問等が

委員の方からありましたらお願いいたします。 

Ａ委員 19ページ、12月３日の幼児・児童を持つ親の講座「わが子に伝えたい
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性の話」を受講しました。昨年度も参加して、昨年度はちょっと覚えて

なかったのですが、今年度は父親も数名参加していることが、すごいい

いことだなというふうに思いました。 

同じ先生で、内容も重なったところがありましたけれども、一年経つ

と子供の成長で、親も考えることだとかが、状況が変わっていくので、

ときどき１年ごととか、そういう子育てについての知識を学べる講座

が続いていくといいなというふうに思いました。ありがとうございま

す。 

それから、今月も学校だよりをいただきましたが、その中に多くの学

校で行事予定の欄に第３日曜日のところに、家庭の日という記述があ

って、それから家庭の日はどういう日ですという説明があったので、総

合教育会議の後に、いろいろとこういうことが進んで啓発されるよう

になったのがよいことだと思いました。ありがとうございます。 

社会教育課長 講座に御参加いただきまして、ありがとうございます。担当も力を入

れるところでございますので、またチェックをしながら進めていきた

いということで考えております。 

また、家庭の日ですけれども、いろいろと御審議をいただきました。

その中で、市としてやれることがあるかというところで、学校教育課と

お話をしまして、そういったところから、まずやれることをやっていき

たいということであります。 

まずは施設のほうに広げていくということを考えておりますので、

どういうことができるか各課と調整しながら進めているところでござ

います。 

教育長 ありがとうございました。そのほか委員の皆様方から、御質問等はあ

りますでしょうか。 

Ｂ委員 ここには載ってないのですが、学校教育課関連で、12月12日だったの

ですけれども、ちょうどこの部屋で、私は市役所に別の用事で来ました

ら、年中児を持つ保護者の学習会、特別支援教育を考えるという会があ

りました。学校教育課の指導主事の石塚さんと、それから心理士の吉田

さんだったが説明していまして、この部屋で、私はちょっと傍聴をさせ

てもらったのですけれども、とってもよかったです。 

参加されている年中児の父兄の方が、どれぐらい来るのかなと思っ

ていたら、70人近く来られていて、来年度から特別支援学級が増えると

いう話を聞いていますけれども、やっぱりかなりいるのだなというこ

とを実感しました。 

それで、説明会自体は１時間半ぐらいで終わったのですけれども、そ

の後70人ぐらいいた父兄の方の半分以上の方が残って、個別の面談を

ずっとされていました。非常に今は就学前のそういったことが重要視

されている表れなのだなと思って、本当に勉強になりました。ありがと
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うございました。 

それからもう一点、ちょっと別の話になるのですけれども。資料で「E

ジャーナルしずおか」という県教委からいただくパンフレットをちょ

っと見ていたら、浜松の三方原中学校で「３２１運動」というのをやっ

ていると。これはどういうことかというと、授業開始の３分前に教室に

入ると、２分前に着席して、１分前になったらそこで黙想すると、目を

つむって静かにしているということが書いてあるというので、たまた

ま、私の孫がこの中学校にいるものですから聞いてみたら、この中学校

だけじゃなくて、浜松市内全部で多分やっているらしいですね。そうか

と思ってびっくりして、聞いたのですけれども。とても授業に入る前に 

落ち着く気持ちになるよということを本人が言っていました。こうい

ういいものはどんどん見習ったほうがいいのかなと思って、せっかく

もらったこのパンフレットのものなのですから、ちょっとそういう感

想を述べさせてもらいました。 

教育長 よろしいですか。そのほかありますでしょうか。 

Ａ委員 今朝の静岡新聞の記事で、県議会タブレット活用という記事があっ

て、県議会の中でペーパーレスということで、島田市議会も23年度から

ほぼ完全なペーパーレス化に踏み切るというふうにあったのですが、

教育委員会定例化でも何かそういう、今日も紙の差し替え分とか結構

いろいろ印刷が増えているのですが、何かペーパーレスなどに変えて

いこうかなとかという、そういう考えがあったら教えてください。 

教育総務課長 ペーパーレス化を実施するためには、例えば、タブレットであるとか

そういった機器の配布とかが必要になってきます。そういったことを

考えた場合と、タブレットだと耐久性がスマホ等と変わらないので、最

長で５年間ぐらい程度だと思うのですけれども。通信費用や毎月紙で

配布する分についての費用対効果的なもの、そういったものについて

も考える必要があります。 

例えば、今日のような形で差し替えが発生した場合についても、タブ

レットだと、随時対応できるので、利便性は高まると思います。様々な

ことを考えて、検討させていただきたいと思います。 

教育長 よろしいですか。 

Ａ委員 はい、ありがとうございます。 

教育長 委員の皆さん、ほかに御質問等はありますでしょうか。 

Ｂ委員 スポーツ振興課に、これは感想なのですけれども。市町対抗 駅伝競

走大会、本当に御苦労さまでした。このとき、ちょうど介護施設で仕事

をやっていたものですから、おばあちゃんたちとテレビを見ながら、最

初すごくよかった、確かトップできたような気がしてですね。実はちょ

うどタイミングよくそのところで、体操コーナーに入ったものですか

らテレビは消して、おばあちゃんたちは、島田が優勝したつもりで終わ
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っているものですから、よかったなというふうに思っていました。 

先ほどスポーツ振興課長が言われたように、全力を出し切って 走っ

てくれたので本当によかったなというふうに思いました。 

それから、もう１点、図書館課にこれは感想なのですけれども。学校

に図書館の紹介コーナーを設置する、金谷中学校とか金谷小学校、それ

から川根中学校、そこら辺でとてもいいことだなと思っておりまして。

できれば島田市内の中学校、小学校、それから、できれば高校にも広げ

ていっていただければありがたいなというふうに思いました。 

図書館課長 ありがとうございます。紹介コーナーにつきましては、島田でもやり

たいなというのはあるのですけれども、校数が多いなどの課題があり

ます。それと、これをするのに結構時間がかかりまして、職員が行って

箱から何から全部用意してやるというものでございます。ちょっと島

田については、まだ時間がかかるかなというような形です。 

高校についてなのですけれども、実は金谷高校で以前はやっていま

した。これが冬休み前とかそういうものじゃなくて、普通のときに金谷

高校の子というのは案外金谷図書館に来なくて、駅に来て、駅へ帰る。

逆方向になるものですから、そういうことで、まず金谷図書館を知って

もらおうということでやっておりました。今でも紹介コーナーという

ことで、今チラシとかそういうものを配らせていただいておりますの

で、また相談させていただいて、やれればやっていきたいと思っており

ます。ありがとうございます。 

Ｂ委員 お願いします。 

教育長 そのほか委員の皆さんから、御質問等はありますでしょうか。ないよ

うですので、次に進みます。 

 連携報告 

教育長 文化振興課並びに博物館課の連携事業事務事業について、御報告を

いただきたいと思います。 

補足説明のある課は、お願いいたします。 

文化振興課長 それでは、文化振興課より補足説明をさせていただきます。資料の31

ページを御覧ください。実施事業について、補足説明をさせていただき

ます。 

12月４日に実施した、ミュージカル「北斎マンガ」ですが、ミュージ

カルの実施は、平成21年、2009年以来の実施となりました。13年ぶりに

なります。 

実は、令和元年に一度ミュージカルの実施を企画しましたが、コロナ

の影響により中止となりました。来場者のアンケート結果から、「よい」

と「非常によい」の割合が、全体の96％を占めていたということで、今

後も市民の皆様に、いろんなジャンルの文化に触れていただく機会を

提供したいなそういうふうに考えてございます。 



-18- 

博物館課長 32ページを御覧ください。 

補足説明につきましては、まず、実施について行います。 

12月17、18日と、横浜みなとみらいパシフィコ横浜で、お城ＥＸＰＯ

2022に出展してまいりました。これは諏訪原城跡のことについてＰＲ

をしてきました。 

２日間で、約1万5,000人の方が来場されまして、自分も１日従事させ

ていただいたわけですけれども、来場者の方とお話しする際に、やはり

諏訪原城を知っている方が、７割以上でした。 

基本的にお城愛好家の方が来場するイベントなのですけれども、諏

訪原城も認知されてきているなということを実感してきました。来年

は、大河ドラマでも諏訪原城が出てくる可能性もあるものですから、そ

ういったところで、また引き続きＰＲしていきたいなと思っておりま

す。 

続いて、予定の補足説明をいたします。 

今日から、12月23日から12月25日までの３日間、博物館本館の２階の

特別展示室において、源頼朝公像の特別公開を行っております。これは

千葉山智満寺にあります、国指定の天然記念物であります１０本杉の

１つの頼朝杉というのがあったのですけれども、それが平成24年に倒

木しました。 

それで、智満寺では、平成27年に弥勒菩薩を作成したわけですけれ

ど、この頼朝杉を搬出した事業者が大阪におりまして、その方がこの頼

朝公像の制作プロジェクトというのを、今年の１月に立ち上げまして、

10月に完成しました。伊豆の国市とかでも、展示したのですけれども。

ぜひとも、このゆかりのある島田市で、この頼朝公像の展示を行いたい

ということで、今日から25日の３日間、観覧を無料にして行っておりま

すので、委員の皆様もぜひこの機会に御覧になっていただければと思

います。 

最終的には、鎌倉の鶴岡八幡宮に奉納される予定でございますが、本

当に間近で見られるのは、ここの島田市が最後でございますのでよろ

しくお願いしたいと思います。 

また、委員の皆様のところにチラシをお配りしましたが、来年の１月

14日から企画展として、「たゆたう刃文きらめく沸」ということで、３

年ぶりの刀剣展を開催いたします。これについては、相州伝といって、

神奈川県の相州の関係の刀を多く展示したいと思っておりますので、

ぜひとも、また機会があれば御覧いただきたいと思います。 

教育長 ありがとうございました。ただいま、連携報告が終わりました。委員

の皆様から、何か質問がありましたらお願いいたします。 

Ｂ委員 博物館課にお尋ねしたいと思います。12月23日から25日のところで、

博物館無料開放ということが書いてありますけれども、これは家庭の
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日と関連があるということなのでしょうか。 

博物館課長 特に、家庭の日とは関係はございません。 

Ｂ委員 そうなのですか。 

博物館課長 頼朝公像を展示するということで、観覧を無料にして、多くの市民の

方に見ていただきたいと。そして、博物館を知っていただきたいなとい

う、いい機会になればいいなと思いますので、観覧を本館、分館ともに

無料にさせてもらっています。 

Ｂ委員 ありがとうございました。 

教育長 そのほか、委員の皆様から御質問等はありますか。それでは、ないよ

うですので、次に移ります。 

 付議事項 

教育長 議案の審議を行います。付議事項につきましては、１件ごとに審査を

いたします。 

まず、議案第37号「令和５年度島田市の教育方針について」の説明を、

私からさせていただきます。 

それでは、33ページを御覧ください。前回、提案をさせていただきま

したので、この前御意見をいただいたところにつきまして、訂正箇所に

は下線を入れてありますので、そこについて説明をさせていただきま

す。 

まず、33ページを御覧ください。中段のところ、３段目になりますが、

島田市では、令和４年度からといったところが書かれております。その

一番下、ＬＩＮＥクーポンを始め、新型コロナウイルス感染症の影響を

受けた事業者の支援にも努めてきたという形で変えました。 

次の段落です。島田市における学校教育は、教職員の働き方改革や新

学習指導要領への対応は進んだものの、子供の不登校や貧困問題、いじ 

め問題、ＬＧＢＴ等の多様性という言葉を、入れさせていただきまし

た。 

それから、その下ですけれども、ＧＩＧＡスクール構想を受け１人１

台端末の活用に向けた取り組みが各校で行われておりという形にしま

した。 

下から３行目です。島田市教育委員会では、平成28年度に「島田市立

小学校及び中学校の在り方検討委員会」から、今後の進むべき道しるべ

となるということで訂正をさせていただきました。 

34ページを御覧ください。一番上の行です。令和元年８月には、学校

再編計画を策定し、令和３年４月に湯日小学校と初倉小学校がという

形にしました。 

その後、７行目です。また、初倉地区の学校再編については、小中一

貫校を設置する教育委員会の方針を示したというふうに変えました。 

次に、36ページを御覧ください。基本方針です。点の３つ目、不登校
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や問題行動等に対し、チーム学校の考えを基に、子供とのつながりを大

切にし、教職員と子供の信頼関係を醸成するというふうに訂正してあ

ります。 

それから、下から９行目になります。学力の二極化に対応するためと

いう形にいたしました。 

次の37ページを御覧ください。（４）特別支援教育の充実を図るとい

ったところの１つ目のポツです。前回御指摘いただきました、教育のユ

ニバーサルデザイン化のところに、括弧をつけまして、（全ての人々に

対し可能な限り使いやすいデザイン)という言葉を入れました。 

６番目を御覧ください。教育環境を整備するの１つのポツのところ

です。島田第一小学校の校舎改築事業(ＬＧＢＴ対応児童用トイレの導

入を含む)を進めという言葉を入れました。 

また、一番下になります。新たな特認校の設置に向けた準備を進め

る。(学校教育課)と訂正いたしました。 

次に、39ページを御覧ください。ここにつきましては、現状と合わせ

て、少し文言を変えさせていただきました。 

まず、１つ目のポツになります。乳幼児を持つ保護者同士がつながり 

を築き、学びや相談ができる場を設ける。 

２つ目のポツ、就学時健診における親学講座や、家庭教育学級の充実 

を図る。 

３つ目のポツ、幼児から中学生を持つ保護者に向けた各種講座を開

催し、親力の向上を図る。 

４つ目のポツ、子育て応援課や健康づくり課を始めとする関係各課

との連携を一層深める。 

以上でございます。 

なお、委員の皆様にお伝えします。もし訂正箇所がある場合につきま

しては、その訂正箇所をどのように訂正したらいいかということも含

めて御意見をいただきたいと思います。 

委員の皆様から、訂正箇所について、何かありましたらお願いしま

す。よろしいでしょうか。 

Ｂ委員 36ページの下から３行目なのですけれども、「北部小学校」と書いて

あるのですが、「北部４小学校」ですよね。 

教育長 北部４小学校に訂正します。 

Ｂ委員 ほかのところも、北部４小学校という言葉で、ずっと続いていますの

で。 

教育長 では、確認します、36ページになります。下から２番目のポツ、北部

小学校というところに、北部４という数字を入れます。これについて

は、よろしいでしょうか。 

ほかに御意見等はありますでしょうか。よろしいでしょうか。ありが
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とうございました。 

 それでは、議案第37号について、一部を修正し、原案のとおり決する

ことに、異議ございませんか。 

全委員 異議なし。 

教育長 それでは、異議なしと認めます。第37号は１カ所の訂正があります

が、認められました。 

次に、議案第38号「島田市教育委員会事務部局職員職名規則の一部を

改正する規則の制定について」の説明をお願いいたします。 

教育総務課長 それでは43ページを御覧ください。議案第38号「島田市教育委員会事

務部局職員職名規則の一部を改正する規則の制定について」でござい

ます。 

この規則の改正の理由でございますが、地方公務員法の改正により、

職員の定年が段階的に延長されることになりました。定年は延長され

ることになりましたが、部長や課長といった役職については、原則とし

て降りることとなります。 

この役職定年を迎えた職員の後任先として、新たな職が置かれるた

めに、改正をしようとするものでございます。 

改正の概要といたしましては、職員の職名に調整監、それから主幹と

いうものを追加するものでございます。これに加えまして、従来の室長

というもの、それから指導主事、この２つについて記載をする場所を変

更いたします。 

この場所の変更の理由については、市長部局で等級の場所が変わっ

たということで、室長については係長級から課長補佐級、それから指導

主事につきましては主査、係長級から課長補佐級にという形で記載場

所を変えることになります。 

それから、従来の課長補佐級等々の主幹というところ、そこに記載を

してありました主幹について削除をするものでございます。 

教育長 ありがとうございました。ただいま、議案第38号について説明が終わ

りました。委員の皆さんから質問がありましたらお願いいたします。 

よろしいですか。それでは、議案第38号につきまして、原案のとおり

決することに異議はございませんか。 

全委員 異議なし。 

教育長 それでは、異議なしと認めます。第38号は原案のとおり承認されまし

た。 

次に、議案第39号「島田市教育委員会事務部局の職員のうち特殊な勤

務に従事するものの勤務時間等に関する規程の一部改正について」の

説明をお願いいたします。 

教育総務課長 それでは議案第39号についてお諮りをいたします。改正の理由につ

きましては、職員の定年延長に係る地方公務員法の改正に伴い、法の要
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項にズレが生じました。このズレというのは、例えば第28条として記載

をされていた条文の条番号が、法の改正により第22条となっていると

いうようなものでございます。 

この改正しようとする規程中に地方公務員法の引用をしていること

から、法の引用条項のズレを修正するために改正しようとするもので

ございます。主に内容が変わるものではなくて、条番号の変更というそ

ういったものになります。 

改正内容については、規程の別表の中で、これについては46ページを

御覧ください。こちらの方に新旧の対照表がございますが、職員の範囲

というところで下線が引かしてあります。この中の番号が変わってい

るというものでございます。この中の短時間勤務職員に係る部分につ

いて、引用する地方公務員法の条項のズレに対応するためのものでご

ざいます。 

教育長 議案第39条について説明は終わりました。委員の皆様から御質問が

あればお願いいたします。 

よろしいでしょうか。それではないようですので、議案第39号につい

て原案のとおり決することに異議はございませんか。 

全委員 異議なし。 

教育長 それでは異議なしと認めます。議案第39号は、原案のとおり承認され

ました。 

次に議案第40号「学校給食センターの運営方針について」の説明をお

願いいたします。 

学校給食課長 47ページを御覧いただきたいと思います。議案第40号「学校給食セン

ターの運営方針について」、島田市立中部学校給食センター及び島田市

立南部学校給食センターの運営方針について、下記のとおりする。 

１、直営センターの変更、島田市立中部学校給食センターを民間委託

とし、島田市立南部学校給食センターを直営とする。 

２、時期・期間、令和６年４月１日から令和11年３月31日までの５年

間とする。 

３、運営体系、別図のとおり。 

49ページの参考、それから48ページの別図を御覧いただきながら理

由について、補足説明をさせていただきます。 

まず49ページ、参考の３番、中部学校給食センターの運営課題を御覧

いただきたいと思います。 

（１）ですが、中部学校給食センターが稼働した平成27年度は、正規

調理員が22人でしたが、定年退職等により減少が続き、令和５年度に

は、13人となる見込みです。 その後も退職者が見込まれます。 

（２）を御覧ください。正規職員の減少分は会計年度任用職員を増員

して対応していますが、応募が少なく欠員となる状況で、常に人手不足
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となっています。 

次に50ページ、（３）を御覧いただきたいと思います。（３）のとおり、

感染者や濃厚接触者となる調理員が複数人発生した場合に、応援に入

る人的確保体制がありません。 

これらを踏まえまして、令和６年度より令和10年度までの５年間、規

模の大きい島田市立中部学校給食センターを民間委託とし、島田市立

南部給食センターを直営とする運営方針を定めました。 

次に、別図48ページを御覧いただきながら、運営体系について御説明

いたします。 

上段が現状、下段が令和6年度からの運営体系となり、左側が中部学

校給食センター、右側が南部学校給食センターとなっております。上段

左側の現状の中部学校給食センターを御覧ください。調理業務が直営

でありまして、その部分が常に人手不足となっております。それから点

線の中部学校給食センターの管内の学校配送業務は、大新東に委託し

ております。 

右の南部学校給食センターを御覧ください、黒塗りつぶしのとおり、

調理業務、南部学校給食センター管内の学校配送業務、市内全学校の給

食配膳業務について、魚国総本社と一括契約をしています。 

１日の食数と調理人数を御覧いただきたいと思います。比較をしま

すと、南部学校給食センターは中部学校給食センターのちょうど半分

の規模となっています。 

次に、上段の現行と下段の令和６年度の運営体系を比較して御覧い

ただきたいと思います。 

中部学校給食センターの調理業務を民間委託とし、市内全学校の配

送業務と給食配膳員業務を一括契約としていきます。南部学校給食セ

ンターの調理業務を直営といたします。 

この運営方針につきましては、民営化ありきの検討結果ではなく、将

来を見据えた調理業務の健全運営と、安全安心な学校給食を安定的に

供給していこうというものでございます。 

教育長 よろしいですか。ただいま議案第40号についての説明が終わりまし

た。委員の皆様から何か御質問等がありましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。それではないようですので、議案第40号につい

て、原案のとおり決することに意義はございませんでしょうか。 

全委員 異議なし。 

教育長 それでは異議なしと認めます。議案第40号は、原案のとおり承認され

ました。 

 協議事項 

教育長 それでは、次に移ります。協議事項です。事務局から協議事項等はあ

りますでしょうか。 
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教育総務課長 ございません。 

教育長 委員の皆様から、協議事項等はありますでしょうか。よろしいです

か。 

 協議事項の集約 

教育長 次回教育委員会定例会における協議事項の集約について、事務局か

らないでよろしいですね。 

教育総務課長 はい。 

教育長 各委員からもなしで、よろしいでしょうか。 

 報告事項 

教育長 次に、報告事項に移ります。質疑は全ての報告が終わった後でお願い

いたします。 

まず１、令和４年11月分の生徒指導について、学校教育課長お願いい

たします。 

学校教育課長 それでは、11月の生徒指導月例報告を御覧ください。 

問題行動ですけれども、昨年度の11月と比べて、12件減少しました。

小学校では15件減少、中学校では３件の増となっています。 

ネットトラブルが小学校、中学校、４件発生をしております。内容に

ついては、ネットを通しての双方の悪口、それから、写真を無断に撮っ

てそれをネット等で上げる。そこについては、学校の中で対応し解決に

つながっています。 

それから、中学校だけではなくて、小学校でもネット、ＩＣＴに関わ

る教育ということをシチズンシップ教育が一層必要になっていると感

じております。 

それでは、次の３ページ、不登校を御覧ください。 

昨年度162人ということで、数字的には変更はありませんが、小学校

は５人減少、中学校は５人増加、おおむね例年どおりの状況になってお

ります。 

新規不登校が14人、解消が５人、再掲が３人という形になります。他

機関とのつながりのない生徒が、今は20人となっております。９月が22

人、10月が22人、今月が19人ということで、２人減りましたが、なかな

か、他とのつながりを持てない生徒がいるということは問題だと思い

ます。 

下のところの、二重四角になりますが、こうした生徒に対して、今現

在基本的に情報端末を貸し出して、自宅で学習をするようなこと、それ

からオンラインでの学校とのつながりを１人でも多くつながりをつく

ることを進めております。ＧＩＧＡスクールの充実に伴ってそういっ

たところもきちっとできている様子が見られます。 

次のページのいじめになります。 

いじめにつながる事実が26件ということで、昨年度は40件で14件の
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減少。それから、いじめを認知したものが30件で、14件減少にはなって

おります。 

下の四角になります。いじめの「疑い」の段階で「いじめ認知」をす

るとありますが、非常にここのところは重要で、軽微なものを見逃さず

に認知をすることが、早期解決につながります。 

これまで、教員が個人で抱え込まないということを再度確認してい

く必要があると思います。いじめを認知するのは個人ではなくて学校

組織が認知をしていくという体制について、今一度理解を示していく

予定です。 

また、いじめも解決に向けては、記録をつけていくということも、内

容として主観が入らないようつけていくことが、その後の事案等の精

査される場面では非常に重要になってきます。 

加害児童生徒が謝意をもてる指導を根気よく行いながら、解決の方

向に持っていきたいと考えています。 

最後になりますが、今月は学校外でのいじめというものもありまし

た。これについては、学校の管理下以外のところではありますけれど

も、人間関係については学校の中でのつながりにもなりますので、学校

でもこうしたことには対応していくということが求められています。 

４番です、教育センターの実績ということで、34人がチャレンジに通

っております。児童との面談や学習計画、それからいろんな策を講じな

がら、人間関係の構築を行ったりしながら、自己肯定感を高めていくよ

うに思っております。センターについても、端末を利用している生徒が

増えています。 

５番の交通事故です。自転車事故が５件ということで、夕方のところ

でなっています。市内でも事故が多発しておりますが、学校関係も非常

に増えておりますので、これから冬休みにあたって、今日は終業式です

ので子供たちには交通事故に気を付けるように学校で指導していると

ころです。やはり幹線道路に出るとき、それから幹線道路から出てくる

車と事故が多く発生していると思います。 

６番の不審者情報です。ゼロ件ということで大変ありがたいと思っ

ておりますが、先ほどと同じようにして、夕方の下校の時刻が遅くなら

ないように、あるいは、遊びから帰ったときも遅くならないように、呼

びかけていきたいと思っています。 

教育長 ありがとうございました。では、報告事項２、指定管理者の指定につ

いて、社会教育課お願いいたします。 

社会教育課長 それでは、52ページを御覧ください。社会教育課が所管します、しま

だ楽習センター、島田市野外活動センター、島田市山村都市交流センタ

ーの指定管理者の指定について、11月議会で議決をいただきましたの

で、報告させていただきます。 



-26- 

しまだ楽習センターですが、現在の指定管理者である、静岡ビル保善

株式会社が指定されました。指定期間は、令和５年４月１日から令和６

年３月31日の１年間です。前回の設定期間から大きく短縮されており

ますのは、令和５年度中に、市役所新庁舎の完成に伴いまして、おおる

り内の行政部門を新庁舎に移転し、おおるりの空いたスペースで楽習

センターの講座等を開催する予定であります。そのため現施設の賃借

期間を令和５年度末としているということによるものでございます。 

それから、野外活動センター山の家ですが、西東石油株式会社が指定

されました。指定期間につきましては、令和５年４月１日から令和８年

３月31日までの３年間としております。 

こちらにつきましては、先ほど部長からもお話がありましたとおり

ですが、山の家につきましては、指定管理の方針に対しまして、施設の

より一層の活用を図るために、設置目的を従前の生涯学習から野外活

動に拡大し、かつ申請資格も県内事業者まで可として設定するなど、新

たな試みを行っております。そのため、導入効果を検証していく必要が

あると思いました。迅速な判断、対応を図るため、３年を区切りにして

設定しております。 

山村都市交流センターささまですが、現在指定管理者である、企業組

合くればが指定されました。指定期間は、令和５年４月１日から令和10

年３月31日までの５年間になり、こちらは従前のとおりです。これまで

の経験を生かして引き続き施設の有効活用に努めていただきたいと考

えております。 

また、それぞれの施設の指定管理者の団体の代表につきましては、お

手元の資料の53ページから55ページを御覧いただきますようお願いい

たします。 

教育長 ありがとうございました。次の報告事項３、指定管理者の指定につい

て、スポーツ振興課、お願いします。 

ス ポ ー ツ 振 興 課 長 資料の56ページ、57ページをお願いします。中央公園ほか６施設の指

定管理者の指定ということで、議決をいただきましたので、御報告いた

します。 

これにつきましては、スポーツ振興課で所管している施設は、この表

の下の４つ。スポーツセンターと中公園庭球場、中央公園親子プール、

島田市伊太庭球場のこの４つの施設になりますが、いわゆる地域的に

中央公園、それからミニ鉄道、ばらの丘公園、これを一体で新たに指定

管理者を設定するということでございましたので、こういったほか６

施設という表現で出しておりました。 

今回指定管理者に認定された事業者は、しまだローズパートナーズ

という団体になります。ここの代表企業は、株式会社スポーツプラザ報

徳ということで、現在の指定管理者の代表企業でもございます。 
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57ページに、１の（５）のイに、構成企業というところがございます。

株式会社サンという企業と、この報徳の２社がくっついた団体になる

のですが、このサンにつきましても、現在のローズアリーナ等を指定管

理している構成企業の１つでございます。指定期間につきましては、令

和５年４月１日から令和８年３月31日までの３年間ということになっ

ております。 

一体化したことのメリットというか、そういったところがうまく指

定管理者のほうで、集客ですとかサービスの提供とか、そういったもの

をすごく期待しいているところでございます。 

教育長 ありがとうございました。報告事項で、その他に何かありましたらお

願いいたします。 

教 育 総 務 課 参 事 島田第一小学校校舎等改築工事の進捗状況について、説明させてい

ただきます。お手元に配布した、Ａ４の上下カラーのものを御覧くださ

い。 

上段の写真は、今週の月曜日、19日に敷地の北側、既存の第一小学校

の北校舎屋上から撮影したものです。工事の進捗率は、12月末で15％の

予定で、計画どおり進捗しています。 

写真の下の竣工中の建物の北側の更地部分になりますが、ここが屋

内運動場の建設予定地になりまして、年明けから工事に着手する予定

になっております。 

改築工事については、10月から校舎棟の基礎工事が始まりまして、現

在は基礎の地中梁等の基礎工事がほぼ完成しまして、現在は１階床の

鉄筋の配筋や型枠工事の施工を行っています。 

今年中には１階の床の半分までをコンクリート工事を施工しまし

て、来年の６月までには、最上階の３階のコンクリート工事を完了する

予定でいます。 

年明けから、屋内運動場の工事が始まりますと、施工による騒音が発

生することが多くなってきますが、学校と工事関係者と連絡を密に取

りまして、授業等に支障を来すことがないようにしていきたいと考え

ております。 

教育長 ありがとうございました。ただいま、報告をいただきましたが、委員

の皆様から御質問等がありましたらお願いいたします。 

よろしいでしょうか。それではないようですので、次に移ります。 

その他会議日程です。事務局からの提案をお願いいたします。 

教育総務課長 それでは、会議の日程についてですが、次回は、年明け第１回の定例

会です。１月31日火曜日、午後２時半から午後４時30分まで、会場はプ

ラザおおるり第１多目的室でございます。 

次々回ですが、第２回の定例会につきましては、令和５年２月22日水

曜日、午後２時から午後４時まで、会場はプラザおおるり第１多目的室
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を予定しておりますが、いかがでしょうか。 

教育長 委員の皆様、２月22日水曜日、よろしいでしょうか。 

全委員 はい。 

教育長 では、その日でお願いします。 

教育総務課長 ありがとうございました。 

教育長 皆様から何かありますでしょうか。 

ないようですので、それでは次回の定例会は、１月31日火曜日です、

よろしくお願いいたします。 

それでは、以上をもちまして、本日の定例会を閉会いたします。お疲

れさまでした。 

  

 閉  会    午後３時39分 


